
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
府
市
議
会
議
員 

ふ
じ
も
と
宗
久 

政
治
活
動
新
聞 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 新 聞 ２０２３年（令和５年）１月 １ 
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令和５年冬号 

も
う
市
民
の
皆
さ
ん
は
こ
の
ニ
ュ

ー
ス
を
御
存
じ
で
す
ね
。
去
る
８
月

29
日
、
愛
知
県
の
大
村
知
事
が
記

者
会
見
で
、
大
府
市
に
県
内
46
カ

所
目
と
な
る
警
察
署
新
設
の
検
討

に
入
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
鷹
羽

操
市
長
時
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
大

府
警
察
署
の
誘
致
活
動
、
三
十
四

年
の
歳
月
を
か
け
て
よ
う
や
く
扉

が
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
歴
代
の
市
長
、
議
員
各

位
、
地
域
の
関
係
者
の
方
々
に
深

く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

但
し
、
完
成
ま
で
に
は
早
く
て

も
５
、
６
年
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
大
府
市
と
し
て
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
道
路
、
上
下

県
の
事
業
と
し
て
進
行
中
で
す
。

こ
こ
は
以
前
に
ゴ
ミ
の
廃
棄
場
所

だ
っ
た
こ
と
で
難
工
事
で
す
が
、

防
災
対
策
と
し
て
避
け
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
日
高
県
議
の
肝

い
り
事
業
、
し
っ
か
り
と
進
捗
を

見
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

場
に
赴
き
、
活
動
新
聞
の
配
布
や

一
般
質
問
な
ど
を
通
し
て
発
信
し

続
け
ま
し
た
。
私
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
で
あ
る
「
ず
っ
と
大
府
、
も
っ
と

大
府
」
の
実
現
の
た
め
、
さ
ら
に
活

動
の
幅
を
広
げ
、
市
民
の
暮
ら
し

の
向
上
と
大
府
市
の
発
展
に
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
支
援
い
た
だ
け
る
方
は
是
非

と
も
「
ふ
じ
も
と
宗
久
後
援
会
」
に

ご
入
会
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
す
。 

 

 

市
議
会
議
員
の
任
期
は
４
年
。

私
の
市
議
会
議
員
と
し
て
の
任
期

も
あ
と
４
ヶ
月
程
度
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
私
の
想
定
し
て
い

た
も
の
と
は
大
き
く
異
な
る
議
員

活
動
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
『
３
つ

の
見
え
る
化
（
姿
の
見
え
る
化
、
活

動
の
見
え
る
化
、
政
策
の
見
え
る

化
）
』
と
し
て
、
と
に
か
く
皆
さ
ま
の

見
え
る
と
こ
ろ
に
立
ち
続
け
、
現

省
庁
へ
の
陳
情
活
動
、
市
長
へ
の
要
望
書
提
出 

も
う
す
ぐ
、
統
一
地
方
選
挙 

 

 

Instagram 

Facebook 

 
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
循
環
バ
ス
増

便
等
、
こ
れ
ま
で
の
要
望
は
継
続

し
、
新
た
に
令
和
５
年
度
要
望
と

し
て
、
災
害
対
策
と
し
て
避
難
所

W
i-

F
i

環
境
の
整
備
と
ト
イ
レ

専
用
車
両
の
配
備
、
小
中
学
校
の

部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
新
た

な
取
り
組
み
の
構
築
、
そ
し
て
有

機
農
業
者
の
育
成
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
食
材
を
使
っ
た
給
食
の
取
り
組

み
強
化
な
ど
を
提
出
し
ま
し
た
。 

市
政
・地
域
の
情
報
、
日
頃
の
活
動
を
発
信
中 

お
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
し
た
。
続
い
て
東
海
緑
線
の
一

期
工
事
が
ま
も
な
く
完
了
し
春

に
は
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
都
市
計
画

道
路
荒
尾
大
府
線
（
長
草
東
海
線

バ
イ
パ
ス
）
が
事
業
化
に
向
け
て

動
き
出
し
ま
す
。
懸
案
の
田
面
交

差
点
（
名
和
大
府
線
）
は
、
南
側
の

道
幅
拡
幅
か
ら
着
手
す
る
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。 

 

知
多
半
島
道
路
と
伊
勢
湾
岸
自

動
車
道
を
つ
な
ぐ
新
た
な
Ｊ
Ｃ
Ｔ

（
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
も
建
設
し
て

い
く
方
向
で
愛
知
県
が
調
整
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

日高あきら県議との 
最強タッグ 

も
っ
と
安
全
・

安
心
な
大
府
に 

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
着
々
と
進
行 

令和４年下半期の主な活動 
７月 自民クラブ行政視察（八戸市、遠野市、陸

前高田市）、参議院選挙、犬山まちづくり
視察、自民党大府市支部総会、階（きざは
し）親子安全教室、霞ヶ関省庁陳情 

８月 石ヶ瀬議会報告会、大府市議当選一期生
勉強会、知多北部議員研修会、知北公園
組合議会定例会 

９月 市制５２周年記念式典、市議会９月定例
会、大府商工会議所２０周年式典、総務委
研修会（自治体ＤＸ）、階（きざはし）親子
安全教室、福祉健康フェア 

１０月 中学生平和大使報告会、地元神社各所で

の例大祭、セントレア議連、建設産業委行
政視察（福山市、高梁市、芦屋市、春日井
市）、各公民館まつり、産業文化まつり
（小唄保存会、コーラス野ばらで出演） 

１１月 自民党大府市支部研修会、知北公園組合
議会視察、人間環境大学ボランティア部
意見交換会、大府シティ健康マラソン、健
康ウオーキング大会、市議会臨時会 

１２月 県政市政報告会、石ヶ瀬自治区防犯教室、
市議会１２月定例会、愛のこえかけ隊 

 

ず
っ
と
大
府
で
生
き
て
い
く 

だ
か
ら
、
も
っ
と
大
府
を
明
る
く
豊
か
に
。 

大府警察署（仮称） 
建設候補地 

水
道
な
ど
の
周
辺
整
備
と
い
っ
た

課
題
に
全
力
を
上
げ
て
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。
市
議
会
議
員
と
し

て
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

大
府
市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

進
行
し
て
い
ま
す
。
大
型
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
国
や
県
の
事
業
が

主
体
で
す
が
、
地
元
自
治
体
の
意
思
や
支
援
体
制
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
現
在
進
行
中
の
主
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

省庁への陳情活動にオンライン
で参加する様子。まるで現地に
いるかのような臨場感です 

 

石ヶ瀬川と境川の合流地点で
の工事現場を視察 

境
川
流
域
の
治
水
工
事 

知
多
半
島
道
周
辺
お
よ
び 

長
草
地
区
の
道
路
整
備 

国
交
省
、
経
産
省
、
文
科
省 

大
府
市
に
も
新
た
な
要
望
を 

日
高
あ
き
ら
県
議
を 

強
力
に
支
援
し
ま
す 

  

県
議
会
議
員
の
任
期
も
４
年

で
、
市
議
会
議
員
同
様
に
ま
も
な

く
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
大
府

市
選
出
の
県
議
会
議
員
、
日
高
あ

き
ら
さ
ん
は
、
い
ま
や
大
府
に
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
政
治
家
で

す
。
ふ
じ
も
と
宗
久
後
援
会
で

は
、
日
高
あ
き
ら
さ
ん
を
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

大
府
警
察
署
（
仮
称
）
の
新
設 

 

毎
年
夏
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た

省
庁
へ
の
陳
情
活
動
。
コ
ロ
ナ
禍

を
考
慮
し
、
今
年
も
私
は
リ
モ
ー

ト
で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

国
交
省
へ
は
、
道
路
・
橋
脚
整

備
の
ほ
か
、
み
ど
り
公
園
の
改
修

を
目
的
と
し
た
交
付
金
。
経
産
省

へ
は
、
メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館
の
災

害
対
応
バ
ル
ク
等
の
導
入
補
助

金
。
文
科
省
へ
は
、
小
中
学
校
特

別
教
室
へ
の
空
調
機
設
置
交
付
金

と
市
民
球
場
整
備
工
事
に
対
す
る

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
そ

れ
ぞ
れ
要
望
い
た
し
ま
し
た
。 

 

平
成
12
年
の
東
海
豪
雨
。
石
ヶ

瀬
川
と
鞍
流
瀬
川
の
氾
濫
で
石

ヶ
瀬
、
森
岡
地
区
に
も
大
き
な
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

原
因
と
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
２

つ
の
川
が
流
れ
込
む
境
川
と
の
合

流
地
点
。
そ
の
川
幅
が
狭
す
ぎ
た

こ
と
に
よ
り
、
逃
げ
場
の
な
く
な

っ
た
大
量
の
雨
水
が
石
ヶ
瀬
川
、

鞍
流
瀬
川
を
逆
流
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
（
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
ク
ウ
オ
ー

タ
ー
現
象
）
。
現
在
、
こ
の
合
流
地

点
の
護
岸
の
掘
削
工
事
が
愛
知

 

つ
い
先
日
（
12
月
18
日
）
、
知
多

半
島
道
路
大
府
上
り
Ｐ
Ａ
の
外
部

利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

２
年
９
月
議
会
の
一
般
質
問
で
私

が
取
り
上
げ
た
件
が
実
現
い
た
し

ふ
じ
も
と
宗
久
後
援
会 

 
 

 
 

 

ご
入
会
く
だ
さ
い 

 



 

 

 

 

日
頃
、
私
が
取
り
組
む
「
横
断
者

優
先
運
動
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
人
間
環
境

大
学
。
市
議
会
議
員
の
有
志
４
人

で
学
生
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。
過
密
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
る
看
護
学
部
で
す

が
、
課
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
自
ら
進
ん
で
行
動
す
る

こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
さ
を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
る

彼
ら
の
将
来
は
有
望
で
す
。 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 新 聞 ２０２３年（令和５年）１月 ２ 

E-mail ： fujimoto_munehisa@yahoo.co.jp 討議資料 

 

 

道路鋲が撤去された 
三差路（森岡九丁目） 

行
政
視
察
報
告  

 

東
北
の
復
興
と
産
業
振
興 

 
 

 
 

自
民
ク
ラ
ブ
会
派
視
察 

  

７
月
の
自
民
ク
ラ
ブ
の
視
察
は

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
東
北

へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

青
森
県
八
戸
市
で
は
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
の
取
り
組
み
で

す
。
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
通
称
は
っ
ち
）
。
観
光
、
産
業
振

興
、
市
民
協
働
の
拠
点
と
し
て
整

備
さ
れ
た
こ
の
施
設
。
「
地
域
資
源

の
活
用
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
し
た
。 

 

続
い
て
は
、
岩
手
県
陸
前
高
田

市
。
「
奇
跡
の
一
本
松
」
が
あ
る
復

興
祈
念
公
園
は
整
備
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
随
所
に
い
ま
だ
に
被
害

の
爪
痕
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
府
市
と
友
好
都
市
で
あ
る
遠

野
市
で
は
、
ホ
ッ
プ
の
生
産
を
活

用
し
、
遠
野
ビ
ー
ル
を
特
産
品
と

  

す
っ
か
り
定
着
し
た
街
頭
あ

い
さ
つ
活
動
。
地
域
を
回
っ
て

い
て
も
「
交
差
点
に
立
っ
て
い

る
議
員
さ
ん
で
す
よ
ね
」
と
言

っ
て
く
だ
さ
る
声
も
多
く
聞
こ

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
気
力
・
体
力
の
あ
る
限

り
、
街
頭
に
立
ち
続
け
ま
す
。 

地
元
の
大
学
生
た
ち
と 

い
っ
し
ょ
に
学
ぶ 

 

 

「プログラミング教育のねらい」 
という課題の授業風景 

～至学館大学～ 
 

 

近
年
、
高
齢
者
向
け
サ
ロ
ン
や

全
世
代
型
サ
ロ
ン
と
い
っ
た
「
居

場
所
づ
く
り
」
が
大
府
市
内
の
各

所
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
地
元
の
サ
ロ
ン
に
頻
繁

に
伺
う
の
で
す
が
、
そ
こ
で
思
う

こ
と
、
「
男
性
の
利
用
が
少
な
い

な
あ
」
。
私
は
男
性
と
い
う
も
の
の

特
性
を
理
解
し
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
質
問
し
ま
し
た
。 

男
性
優
位
な
社
会
構
造
と
い

わ
れ
る
中
で
、
「
男
は
働
く
も
の
」

「
泣
き
言
は
言
わ
な
い
」
と
い
っ

た
、
逃
げ
た
く
て
も
逃
げ
ら
れ
な

い
状
況
に
苦
し
ん
で
い
る
男
性
の

一
面
も
あ
る
こ
と
を
ま
ず
は
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
現
在
、
注
視
さ
れ
て

い
る
女
性
問
題
は
、
女
性
側
か
ら

だ
け
の
視
点
で
は
解
決
は
困
難

で
あ
り
、
男
女
双
方
向
か
ら
の
視

点
で
考
え
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ

ば
男
性
も
健
全
で
あ
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
と
私
は

考
え
ま
す
。 

 

一
般
質
問
は
、
本
会
議
に
お
い
て
議
員
が
自
由
に
質
問
し
、

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
唯
一
の
機
会
で
す
。
「
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
、
わ
か
り
や
す
く
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ
か
ら
も
壇
上
に
立
ち
続
け
ま
す
。 

通
り
が
か
り
の
方
が
撮
影
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た(

大
府
駅
西
交
差
点) 

９
月
定
例
会
で
の
テ
ー
マ 

『
男
性
も
輝
く
大
府
市 

で
あ
る
た
め
に
』 

地域の安全対策、進めます 
＜整備前＞ 

＜整備後＞ 

 交差点であることを示す道路
鋲。これに歩行者や自転車がつ
まずいたり、よろけたりする事象
が頻発するなかで、大きな事故
が発生してしまいました。急遽、
森岡自治区長と安全対策を協
議し、このエリア周辺にあるす
べての道路鋲の撤去を市に要
請しました。撤去後は反射材入
り塗料による白線で交差点の表
示も引き直しました。 

 

拡張されたガードパイプ 
（柊山八丁目交差点） 

＜整備前＞ 

＜整備後＞ 

生活道路にある 
道路鋲の撤去 

 ～森岡町九丁目～ 

通学路にある交差点 
ガードパイプの拡張 
～柊山町八丁目～ 

 石ヶ瀬小学校近くの通学路。
ここは多くの通学児童が信号
待ちをする交差点。仮に車両
が突っ込んできたときの防御
用としてはガードパイプの幅が
あまりにも短いと判断し、市に
要望。交差点の四隅にあるガ
ードパイプすべてを延伸しても
らいました。 
 地域の安全対策について、お
気づきの点をお知らせ下さい。 

人
間
環
境
大
学 

至
学
館
大
学 

 

 

今
、
大
府
市
の
小
中
学
校
で
行

わ
れ
て
い
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
。

至
学
館
大
学
鈴
木
達
見
教
授
の
ご

協
力
に
よ
り
、
将
来
教
師
を
目
指

し
て
い
る
学
生
向
け
の
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
基
礎

的
な
知
識
と
技
術
に
関
す
る
授
業

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
の
大
学
で
は
、
学
生
が
各
々
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み
、
授
業

に
臨
む
こ
と
は
常
識
。
時
代
の
変

化
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。 

「地域とボランティア活動」 
というテーマでの意見交換会 

～人間環境大学～ 
 

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で 

暮
ら
し
を
も
っ
と
便
利
に
』 

 

移
動
の
確
保
と
ま
ち
づ
く
り 

 
 

 
 

 
 

建
設
産
業
委
視
察 

 

津波による甚大な被害を受けた 
陸前高田市。 

全長２ｋｍにおよぶ巨大防潮堤 
 

12
月
定
例
会
で
の
テ
ー
マ 

こ
の
一
般
質
問
の
時
間
は
、
傍

聴
席
が
満
席
と
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

ご
静
聴
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
も
う
お

作
り
に
な
り
ま
し
た
か
。 

 

個
人
の
暮
ら
し
や
様
態
が
多
様

化
す
る
中
で
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
と
い
う
福
祉
の
在
り
方
が
一

層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
要
支
援
者
が
申
請
を
し

な
く
て
も
、
行
政
側
か
ら
自
動
的

に
給
付
な
ど
の
支
援
を
行
う
こ
と

を
「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
」
と
い
い
ま

す
。
個
人
情
報
と
公
金
受
取
口
座

が
紐
付
け
ら
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
活
用
で
こ
の
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援
の
幅
が
拡
が
り
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
活

用
で
、
多
剤
投
薬
の
解
決
や
、
医

療
機
関
等
の
情
報
共
有
で
よ
り
質

の
高
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

各
種
行
政
手
続
き
、
災
害
時
の

活
用
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
皆
さ

ま
が
簡
単
に
、
し
か
も
迅
速
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

個人番号は①社会保障、②税、
③災害対策という３つの分野
で利用されます 

す
る
ほ
か
、
大
手
ビ
ー
ル
メ
ー
カ

ー
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
ま
ち
お
こ

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

本
年
度
の
建
設
産
業
委
員
会

の
年
間
研
究
テ
ー
マ
は
「
交
通
分

野
か
ら
み
た
ま
ち
づ
く
り
」
。 

 

広
島
県
福
山
市
で
の
目
的
は
、

福
山
駅
前
の
中
心
市
街
地
活
性

化
に
つ
い
て
。
同
市
が
駅
前
通
り

へ
の
出
店
希
望
者
へ
、
ソ
フ
ト
面

で
の
支
援
に
力
点
を
置
い
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
ま
し
た
。 

 
岡
山
県
高
梁
市
は
、
市
民
の
移

動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
。
先
行

事
例
と
し
て
始
め
た
福
祉
バ
ス
や

乗
合
タ
ク
シ
ー
も
人
口
減
少
に

よ
り
利
用
者
が
激
減
。
行
政
の
苦

難
が
続
き
ま
す
。 

 

兵
庫
県
芦
屋
市
は
、
莫
大
な
費

用
と
時
間
が
か
か
る
無
電
柱
化

に
つ
い
て
。
同
市
の
無
電
柱
化
推

進
条
例
は
、
本
市
の
参
考
に
な
る

と
思
い
ま
し
た
。 


